
「まちかど防災訓練」で
地域の防災力をステップアップ!!

大森三丁目連合町会



【町の概要】
本町会は、大田区の中央やや東に位置する
大森西地区にあり、この地区は、北に環状７
号線、東に第一京浜、西はＪＲ線に囲まれ、
道幅は狭く住宅と町工場が混在します。 環状７号線

ＪＲ線

第一京浜

大田区全体 拡大



【人口構成】

人口は区内で最大級であり、
他地区に比べ高齢者等のいわ
ゆる避難行動要支援者の人数
も多い地域特性から、大規模
災害時における救護、消火活
動及び避難行動への対策が被
害軽減に重要となっています。



【新たな被害想定と被害軽減効果】

令和４年５月に約１０年ぶり
に新たな「首都直下地震等によ
る東京の被害想定」が公表され
ました。そこでは、防災減災対
策による被害軽減効果の推計が
示されています。
出火防止対策を推進すること

で、地震時の火災による被害を
約９割まで減少させることがで
きるとされています。



【初期消火率の向上】

ここで着目したいのが、「初期消火
率の向上」です。
一人でも多くの住民が初期消火を実
施できるようになることが、震災時に
おいても、火災による被害を大きく減
らすことができるということです。
そのためには、防災訓練に参加して、
初期消火訓練を実践し、住民一人ひと
りの初期消火能力を向上させることが
重要となります。



【従来の防災訓練】

従来の訓練は集合型防災訓練と呼
ばれ、「決められた時間と場所で」
「消防署が用意した材料・資器材を
活用し」「資器材が使えるようにな
る」ことを目的として実施されてい
るため、参加者は受け身となりがち
です。
しかし、有事の際に自分達で街を
守っていくためには、「もう一歩踏
み込んだ訓練」が必要となります。



【スタンドパイプの有効性】

スタンドパイプは軽量で使用も容易で
あり、狭隘路でも使用可能であるため、
１部屋程度の火災であれば、短時間で効
果的な消火活動が行えます。
ただし、地震による水道管破裂等によ
り消火栓が使用不能となった際には使用
できません。
大森西地区では個人宅、マンションの
玄関に２基設置してあり、緊急時にはど
なたでも使用できる体制です。



【まちかど防災訓練の実施】

今年度は、これまで継続して
きた訓練の総括として、自分た
ちの町の中に想定火点を設定し、
「まちかど防災訓練車」を活用
した放水訓練を実施するなど、
実践的な発災型防火防災訓練
「まちかど防災訓練」を実施し
ました。



【まちかど防災訓練の特徴】

「まちかど防災訓練」の特徴は

・住民自らが防災訓練の企画立案を実施
・訓練会場は住民生活区域周辺（道路や空地）
・訓練資器材は地域にある身近なものを使用
・訓練時間に応じ、各種の訓練が組合せ自由
・町会・自治会から学校区単位まで幅広い訓練
設定が可能
といった点が挙げられます。



【まちかど防災訓練の効果】

市民防災研究所資料によると
・自分たちの住む街中で実際の水利、資器
材の置いてある場所等を確認把握しなが
ら実施することで、地域内の防災行動力
を大きく高めることができる。
・居住区に近い住民同士で実施することか
ら、住民相互の連携強化や避難時に支援
が必要な人の把握等、多くのメリットが
ある。
といった効果が挙げられています。



【訓練範囲の広域化によるデメリット】

・各種許可の申請（道路使用許可・水利使
用届・揚煙行為届出等）が必要となる。

・会場周辺住民への周知（道路の通行不能、
濁り水が発生する可能性）

そういったデメリットを勘案したうえで
も、短時間で大きな効果を発揮できる「ま
ちかど防災訓練」を各町会が実施し、住民
の防災意識を高めていくことで「災害に強
い街作り」につながると考えます。



【地域防災力の向上にむけて】

学校避難所運営協議会長である
町会長のリーダーシップのもと、
避難所の開設、運営方法及び地域
の連絡体制について、大田区、学
校、家庭及び地域等が協議し、日
頃から協力体制を築くことで、さ
らなる地域防災力の向上に努めて
いきます。

地域
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大田区



【訓練の様子】



【スタンドパイプ表示例】



ご清聴
ありがとうございました


